
二よく気農用器興の描勤時!こおる単動出つも 〈第l報)

主としてポータブ‘ル石油火トーブについて)

めに

地震による出火原仰のーっとして石油ストーッ]こ関

連する火災，すなわち石油ストープ自体の転倒による

出火およびお治スト…プ上にp 家ゑまたは棚上の可燃

物等の落下，転倒による出火等があり，過去の地震火

災においてもその事例は政認されMている。

したがって，近年のわが国における石油ストーブの

ざましし、使紛増加をみる時，地綴時に品、てこ二れら

の石油ストープによる多数の出火が予想され亙，慮さ

れてレるところであるが，にの対奴としては，従来単

なる経験的な指導のみにとどまり，地震の各震段階に

おけるお油ストープ、の転倒等についての資料は皆無に

等しレものであった。

このようなことから，石油ストープの地震時におけ

る振動と出火険の災態をは握するために争昭和45年

9月から約 1か月間にわたり，東京消防庁消防科学研

究所と株式余校大林組技級研究所におLいじ各種の実

験を行ない，一応の結果を得たので.ここに報告す

なお，この実験は，東京都防災会議地震部会の委員

もである東大工中部の緩井数綬が相当し，京消防科学

研究所が委託をうけて実施したものでらる。

2. 実験項目および実験方法

本験では，一般家庭で最も多く使われているポー

プル武石泌凡トーヅ〈おな用レるもの〉から惨代表

的な3機種を選定して，各種の実験を，また，他の2

機種および意志淡所等多く伎われているポット主主石油

ストーブ(芯を用いないもののうちの滴下式〉のオイ

ルタング，議ぴに議水ボイ汐ーと向オイノレタンクにつ

いては，振動実験のみを行なった。

1 ) ポータブJ~式石油ストーブめ実験

-撚二研究議
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三経験1 石総ストーヅの転倒時におけるj経;油盆の訊Ij

定

石油ストーッ"を点火必ず，燃料金と総量計燦示ぞ瀦量

とし，芯を正常燃焼時の位匠に設定して転倒し，受皿

って溺泊議:な測定した。

実験2 石油ストーブ転倒着火時間の測定

床を消ンクリ…トどい夜験1

トープtこ点火時間放置後に転倒し，漏袖に着火す

る時開会館IJ定した。

実験3 傾斜試験機による石油ストーヅのすべり出

し，および転倒加速度の測定

畳およか'木被傾斜試験機にセットし，減板Bりによ

る燃料満量時における石油ストーブのすべり出し，お

び転倒時の角度をおり悲し，ゥぎのい)式よち摩機係数

を， (2)式より加速度を求めた。

μ=tan() 

a=g μ・-…・ … … ・・H ・H ・-…・一 .. .(2) 
は重力の加速度 g口説80佃 fsec2

αの単位はガノレ(gal) gal= 1佃 Jsec2

'=i-O.OOl 

実験4 石油ストープの正弦波による振動実験

振動会に第 l図にぷずセット台を総定い床材てど畳

敷または板張りとし，その上に供試ストープおよが第

図に示す 整理ダンス，本;棚，棚，消火器等を配
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置して，周期を0.2秒， 0.4秒， 0.6秒， 0.8秒， 1. 0秒

とし，それぞれの周期において，振動台の加速度を順

次増加し振動時聞を20秒として，つぎの項目につい

て観測を行なった。

ア 石油ストーブの機積別による移動，転倒の状i兄

イ 石油ストーブ上に薬織をのせた場合の影響

ウ 家具等の転fiiJ，および捌からの落下物により石油

ストーブがうける拶君臨

なお，加速度は柱下部，畳または床板上および棚上

の各点を加速度計によって測定した。供試ストーブは

各機種二台ずつ使用した。

実験に使用した振動試験機は，大林組伎術研究所の

大型娠動試験機で，主要諸元l工.つぎに示す通りであ

る。

加振カ…一一一回…..目..一.10to日
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振動数……...・H・-………0.1~50c/sec

振動波形浄“・・・…ー……正弦波5 三角払短形波

ランダム波，任;昔、の地震

波

振動方向・…………・・…・水平一方向

最大振幅ぃ ・・・…… 200同櫛

無負荷最大加速度・....….3g 

全治j'iI]最大加速度，..，・いい 1g 

振動台寸法…・・……… ..300佃 X400ω

実験5 石総ストーブの地震波による振動実験

正敬波振動と地震波振動との相殺を観察するため

に，エノレセントロ (Elcen町0)地震波に建物の国有周

としで0.4秒， 0.6静，0.8秒およが建物の減衰窓数を

それぞれO.1として磁気テー 7'に収録した応答波によ

，実験4とおjじ供拭体配絞で騒動を起こし，

同様の項目について観察を行なった。なお，応答波の

波形はp 第 3践に示?とおりで，滋勤時間法30秒勺あ

る。エノレセントロ地震波入力時の地盤の最大加速度を

max ル， 二れに対する残物，すなわも振動誉会の最

大加速度を almaxガノレとすれば，最大加速度の倍

率=αImax/maxは第2殺に示すとおりとな ω。
3盤 工ントぬ地護憲殺の応答波

固有周期0.4秒

H =0.10 固有周期0.6秒

H=合.10 困幸子瀦期O.器紗

第2表 エルセントロ地震波入力崎町io:l)c進主
!こ対する応答i皮人カ時的愚大楠滋11.
の倍率

一 一一一
語132防護94112擁護活護
軍jF11ax)hM=4221ご
04¥ 0.1¥ 0…1¥ 0.5Xl4 
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実験6 石油ストープの底仮の有無別による正弦波

による振動燃験

供試ストーブは，三機種二台ずっとし一台は底板

床板は，緩または板張りとし周

期を0.2秒.0.4秒.0.6秒. 0.8秒とし第3表に示す加

渡療を与えて.弦波?とよる続動笑験を行なった。

第3表 3経験6め窓口速浅草議長件

単位;ガル

'lJ: 板

0.2 

。台 440 580 

。命6 580 ア00

0.8 一…別 510 

実験7 置台に石油ストーブをのせた場合の正弦波

による振動実験

床材を翌とし 55佃 X50佃 x80cm(横×縦×高さ〉

の設立台のふに供試ストーブ災o.①をおいて，周期を

Oゐ4秒.援動会加速度合525. 誌.550ガノレとして正弦波

による波動実験を行ない，移動，転倒等の状況を観察

し?と。

実験8 段差のある畳の合わせ目に石油ストーブを

置いた場合のE数波による振動潔験
床材を畳とし，畳の合わせ自に 3cmの段差を設け，

ト…ブト②投了おいで扱励会の周期なO目2殺と

し，加速度を 390.450. 480. 550. 850ガノレ， また供

ト…プ No.命についてはF 周其守合同じく 0.2秒と

し，加速度を 450.760. 840. 850. 870カツレと順次増

加して.弦波による機動実!被を行ない，その状況を

観察した。

実験設 正弦えによる加援中，石油ストーブの消火

操仰の難につL

床材を木材とし，点火した供試ストーブ No.①をお

0.4移?とし加

速度を順次増加して振動を行ない，各加速度で加振中

3 ) 

2 として，石油久トーブの燃焼調節ハン

ド‘ノレを操作した場合の消火操作の難易について実験を

つ

(2) ポット式石油ストーブのオイルタンク，

温水l1tイラ…および同オイルタンク警警の振動議験

本実験で使用した二機種のポータプノレ式石油スト-

g ポァト式石総ストーブめイノレタ γ夕立点びに潟水

ボイラーおよび同オイルタンクについてはp 第4表に

ポすとおっであ o



第4表供民品の諸元

多キa制手'

1> I o;nJl.1ヲler

実験10 ポータプル石油ストープ二機種とポット式

石油ストープのオイルタンクの正弦波によ

る振動突験

セット台の床材を木板としその上に供試体No.@，

@. @をのせ，第5表に示す周期と振動台加速度で正

弦波による振動実験を行ない，その状況を観察した。

供試ストーブNo.@. No.⑤については底板を有する

場合と取除いた場合とにわけて行なった。

第5表実験10の振動条件

振動台加速度(ガル〉

間話?ヤ酌有する
底た板を取除い

場合 場合

500 600 
0.2 

600 

0.4 630 570 

0.6 640 

0.8 600 

実験11 温水ボイラーおよび同オイルタ γクの正弦

波による振動実験

石油ストープではないが，地震時において同様の危

険性を有する石油燃焼機器の一つである温水ボイラ-

No.⑦および同オイルタンク No.@について，セット

台の床材を木板とし，第6表に示す周期と振動台加速

度で正弦波による振動実験を行ない，その状況を観察

した。

実験12 温水ボイラーおよび同オイルタンクの地震

波による振動実験

セット台床材を木板とし，供試体No.⑦，⑤をの

せ.オイルタ γクを満水にした状態で，建物の闘有周

期を0.6秒，建物の減衰定数0.1として，磁気テープに

収録したエルセントロ地震波の応答波により，振動台

の加速度を490，520ガル，周期を0.6秒として仮動実

験を行ない，その状況を観察した。

第6表地震j皮の振動実験

周 期

(秒〉

アヒ2
0.6 

0.6 

0.6 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

， 0.8 

3. 実験結果
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実験1について

結果は第7表に示すとおりである。供試ストープ

No.①は落差式のために転倒時にタンクが弁座から離

れ、油受皿中の油のみが漏れるために，漏油量が少な

いものと思われる。過去の実験によれば，他機種には

漏油量の多いものが多数あった。

第7表転倒時の漏油量

町一プ|転倒方向|漏油量[転倒時間

① i反射板下向| 30秒

② |給油口下倶~ I 30秒

① |反射板下向| 30秒

実験2について

結果は第8表に示すとおりである。本実験からも，

また過去の実験からも，一般に.比較的短時間で着

火，火災状態に移行しておるので，旧型の石油ストー

プがまだ数多く使われていることを考える時，一度転

倒すれば火災に移行する危険性はきわめて大である。

第8表転倒着火状況

供試ストープ| 枠

N0.| 状 況

① |漏油に着火しない

@ |転倒l直後漏油に着火

@転倒後1ゆで漏油に着火

( 4， ) 



実験3について

り出しおよ 、て

は，第9表および第10表に，またすべり出しおよび転
倒抗議度についてはき務11表および第口淡に示?とお
りである。

なおp 表中床材がi去の場合，総角とはs 畳の綴万向

〈すべりにくい方向).ヂ行とは泣の横方向(すべり易

い方向)を意味するものである白

実験こっし

供試ストープのすべり出し時の床の加速度，本，衣

しょう箔.ンボ-の落下時の床のお日速度および

本棚，消火器，整理ダンスの転倒時の床の加速度を第

13言葉および議表にヌヌナ。なお( )内数値はB 薬織
第9表滑出し，転倒時における摩擦角およ

び麟擦係数

¥¥¥床材| 畳

ぽオ;十一 I

試、別角|平|

人。¥円絞り判滑り|転倒i滑り i転倒

(oq(。;;:l(。;;;l。科目。29
i(oq(O;;](O;;J(。;;J(O::;lJ;

① 1しωA:::討1斗午:;14仏μ山;1JLいU(lLいμ(ωぷJ」0JJぷA;;;引;;1山いlOいい1(0い1(0.42ωι(0.42)斗42二引ヰ斗山2)ヰL山μ)(0いμ(ドMμ(ωJJ0Jよ:;;;;J}li(品0JJよ::二;;;
(内虫主勾数総鱗(は摩擦係数値

謀議10表瀞出しョ転倒時における鱗擁角

び摩擦係数(底仮を取除いた場合〉

む床材一一五一一一一一

供¥¥方向合 板
試¥j!JI 怠角|平行 l

岱 ?l1|同凶川滑伽判り川|同剛吋|丙瓦戸両一|同司一

①|↓::J¥l。::14::〕
② 149101。:::!斗::;
① !¥lJ:;1¥|(01。::jJ:;

( )内数値は摩擦係数値

第11表 滑出し，転倒時!とおける秘速度計襲撃繍

〈総板をおナる場合〉 議位:がノレ

I490¥ ベべ州 m
~-86| 州 5581 705 

③ 1 43115581 4111 558 

第12表 ?持出し，転数l時におけ

(蕊板を取除いた場合〉 単位:ガノレ

i 、 国=#1一ー一一一一ー一一一一一一ー一一『

占有干角「平行 i合板

|NO Ai君臨速Eib虫色i雨属itiE
1幻911¥¥(刊劇I519 
州出71 回答 6271側
I 53{ 4901 519 

落下持の床の加速度である。ぶ実験中つぎのニとが観

測探れた。

( 1 ) 石油ストーブ単体では，移動，ゆれ運動という

現総会呈したが，転自治~iì しなかった。

(2) 石油ストープは，傾斜試験機で測定したすべり

出し加速度よりも低い数値で務勤した。これは格的と

動的試験との違いによるものである。

(お〉 石油ストーブは，振W)Jによりもヂムニのゆれ，離

脱による異常燃J焼，およびグ…ドの議議総等の滋殺を呈

した。

〈ヰ〉 石油ストーブの上においた薬鰻の影響について

は，床材が畳の場合には，ばらつきが見られるが，板

うけ，薬締役のせない場合よ

り低い加速度で移動している。

周翼秒でガノレという比

較的抵い数銭勺落下し，振動に対してわめて不安定

ではあったが，石油ストーブ自体には転倒というほど

の議長轡は与えなか

(5) 棚上の衣しょう箱およびダンボール箱，本棚の

〉



第13表正弦波による振動実験結果
床材=畳

ι雨戸 10.4 1 0.6 1 0.8 1 1.0 
石海卜P|川竹(250)1(26付;!
石海トぶ引(1111360|(叫2;!?|
石海トP|(122|ベ判ベ 210

恥トーブ① 24012701 4401 210 

油ストーブ②|ω01ベ付判 210

恥卜{ブ③ 1401270[ 400[ 260[ 300 

本 1240[ 1601刊1501
棚[ [4501判3刊210
i i州|
州 450[ω01州側

判38014001 
|付利ぉO[ 300 

本

ス

箱

ンダ

裳
理整
衣

…-Jレ箱|
消火器|

本類の落下は，おいである物の固有周期，積載方法，

安定性等によリ異なるも.大略本類については150ガ
ルで.衣しょう箱では， 250ガル，ダンボール箱i¥i.3g0
ガノレで.それぞれ落下し，ストーブに衝突している。

しかし本等の比較的軽いものが落下する場合は，

ストープを転倒させる危険性は少ないが，重いものは

ストープに衝突する部位，角度によっては，ストープ

を転倒させることができることが確認された。

(6) 振動台においた本棚(本類60同〉については，
きわめて不安定であり，床材が仮張りの場合周期0.8
秒，加速度180ガルで転倒し，ストープに衝突.また
周期0.6秒加速度250ガルでは，転倒によりストープ
を転倒し，火災に移行している。

(7) 整理ダンス(衣類40同〉については，本棚より
も安定性はよいが引出しの開閉により前面のストープ

に衝突し，異常燃焼を起こす現象が見られた。転倒最

小加速度は，床材が摂張りの場合で，周期0.8秒，加
速度270カツレで，振動開始後9秒で転倒し，石油ス
トーブに衝突した。

第14表正弦波による振動実験結果
床材=板

一一月〈秒)10.2 [ 0.4川0.811.0
石海卜P|(3311290i(叫411(211!
石海トp i(32!((211!|(32mh払An
石海トr|(5ii129川!|(li!?i
油ストーブ① i付 [ 1 1 

石油ストーブ②16001 1 [ 1 
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(8) 転倒式泡消火器(10型〕については，各周期と

もにゆれが激しくきわめて不安定であり，周期0.6秒.
加速度250カツレで転倒している。
一般に10型泡消火器の有効放射時聞は45~60秒であ

るから，転倒直後に，これを使用しなければ消火効果

は期待できない。

実験5について

供試ストープのすべり出し時の床の加速度，本，衣

しょう箱， ダンボール箱の落下時の床の加速度および

本棚，消火器，整理ダンスの転倒時の床の加速度を第

15表に示す。
なお，表中の( )内数値は薬雄落下時の床の加速

度である。本実験で使用したエルセントロ地震波の応

答波は，振動開始後5秒位までに最大のゆれを呈し，

供試体もこの時点で移動，ゆれ運動，落下または転倒

している。本実験中つぎのことが観測された。

( 1 ) 石油ストープ単体では，移動，ゆれ運動の現象

を呈したが，転倒はしなかった。

(2) 石油ストーブの移動，ゆれ運動または落下物に

( 6 ) 



第15表 ヱルセントロ:地震波による援動実験結果
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よる衝突および本棚等による転倒で，チムニ，ガード

の離脱，石油ストープの位置の変化，異常燃焼等の現

象を呈した。

(3) 石油ストーブ上においた薬憾については，正弦

波による実験と同様に，移動，落下するのみで，石油

ストーブ自体には大きな影響を与えなかった@

(4) 移動した石油ストープでは，薬継をのせた場合

の方が低い加速度で移動を起こしている。

(5 ) 整理ダンスについては，振動開始後5秒くらい

までは，ゆれが激しく各段の引出しが開閉し.きわめ

て不安定であったが，転倒はしなかった。

(6) 本棚については，ゆれ運動が激しく，きわめて

不安定で，転倒により石油ストーブに衝突している。

実験6について

本実験中，つぎのことが観測された。

( 1 ) 底板を取除いた石油ストープはすべりよりもゆ

れが大きし踊りながら移動する現象がみられ，床材

が畳の場合に周期 0.8秒，加速度510ガルで.供試ス

トープNo.①が転倒した。

(2) 底仮を取除いたストープは，ゆれ運動が大きい

ため，ガード，チムニの離脱，給油口(落差式にあっ

ては受皿〉からの漏油が認められた。

(3) 底板を取付けた石油ストーブは，ゆれ運動が比

較的に少なしすべりによる移動が見られたが，底板

を取除いた状態よりも安定性があった。

実験7について

いずれの場合にも，石油ストープは.置台前方に移

動し転倒した。

実験8について

供試ストープNo.②， No.③ともに.いずれの場合

もゆれ運動を継続しながら移動する現象を呈したが，

段差部分に衝突しでも転倒するおそれは見られなかっ

た。

実験9について

結果は，第16表に示すとおりである。

供試ストープは，静止の状態では4-5秒で消火操

作を完了したが，加振中は7-8秒の時聞を要した。

第16表加按中における消火操作時間

周期働|句会照度|消火操獄了時間

0.4 280 8 

0.4 340 7 

0.4 500 7 

0.4 630 8 

0.4 750 8 

なお，本実験にあわせて C02C7kg型〉消火器を使

用し，正弦波加振中〈周期0.4秒，加速度830ガル〉の

消火について実験を行なった結果.歩行距離2mで消

火器を確保し，消火体勢にはいるまでに4秒を要し，

消火操作時間5秒で完全に消火することができた。

実験10について

く1) オイルタ γ?(水1/2)は.跳躍しながらゆれ運

動をし，向きを変えながら移動し，きわめて不安定で

あり，周期0.8秒，振動台加速度600ガルの時，振動開

始後6秒で転倒し漏水した。

(2) 供試ストーブNO.5は，底板のある場合，ゆれ

運動は少ないが，移動距離が大きかった。

(3) 供試ストープNo.④は.底板のある場合 No.

⑤と比較して移動距離は少ないが，ゆれ運動が大きく

異常燃焼を量し，底板を取り除いた場合には，移動距

離も大きくなり，周期0.6秒，振動台加速度570ガル

時， 36.4cm後方に移動した。

実験11について

< 7 ) 



( 1 ) 周期 0.2秒で振動台の加速度を漸次増加した場

合は，供試体No.⑦.⑧ともにゆれ運動をしながら移

動し不安定ではあったが，転倒はしなかった。

(2) 周期0.4秒で振動台の加速度を漸次増加した場

合は，供試体 No.⑦，⑤ともにゆれ運動，移動の現象

がみられ.No.③は回転しながら移動する現象を呈し

Tこ。

(3) 周期0.6秒で娠動台の加速度を漸次増加した場

合は，供試体No⑦，③ともにゆれ運動を起こし，特

にNo.③は，ゆれ運動が激しく，脚が踊り回転し，き

わめて不安定ではあったが，転倒はしなかった。

(4) 周期 0.8秒で振動台の加速度を漸次増加した場

合は，供試体⑦，⑤ともにゆれ運動を起こし，特に，

No.③はゆれ運動が激しく. 280ガノレて・爆動開始後15

秒で転倒した。

実験12について

供試体No.⑦，③ともにゆれ運動の現象を呈し，特

に振動開始後5秒くらいまでが大きなゆれを示し，供

試体はいずれも不安定であったが転倒はしなかった。

4.考察

以七の振動実験の結果から，振動による影響につい

て考察してみる。

(1) 石油ストープがうける影響

ア 一般に石油ストー 7"自体は，振動によって，ゆ

れ，移動がみら れたが，転倒するまでには至らず，

比較的に安定性があった。

イ 底板を有する石油ストーブは，ゆれ運動よりも

移動する傾向がみられ，底板を取除いた石油ストーブ

はゆれ運動が激しく，安定性に欠ける傾向がおり転倒

したものもあった。

ウ 重心位置が高くなりがちな落差式の石油ストー

フーは，オイルタンクが下部にあるストー 7'と比べて，

振動の影響が大きく，ゆれ運動も大きいように見られ

ナニ。

エ 反射型の石油ストーブにあっては，燃焼筒の離

脱，ずれ等による異常燃焼およびガード離脱も見られ

可燃物への着火のおそれが大きいと思われる。

オ 落差式にあっては，油受皿から他の石油ストー

ブにあっては，給油口から漏油がみられた。

カ 背丈の高いストープは，ゆれが大きく認められ

Tこ。

(2) 床材の相違による影響

本実験では，セット台の床材を畳敷と板張りの二通

りで実施したが，正弦波振動の場合には，床板別によ

は，壁や棚等による干渉の影務が大きく左右し，床材

別による影響の差を明確にすることはできなかった。

エノレセントロ地転波振動の場合も正弦波の影響差

は，明確に表わすことはできないが，家具類，棚上の

箱類については，板張りの方が低い数値で転倒，落下

した。

(3) 本欄，整理ダンス等家具類の転倒による影響

ア 本棚は，加速度180カツレ，整理ダンスは270ガル

で転倒し.ストーフ可こ衝突した。

またストープの位置によっては，ストープを転倒さ

せていることから出火の危険は，きわめて大きいもの

と考えられる。

さらに，これら家具類の転倒は，内容物の収容状

態，種類等によって大きく影醤をうけることが予想さ

れるので，これらの数値よりも更に低いカツレを検討す

る必要があるものと思われる。

イ 振動により整理ダンスの引出しがとび出し，石

油ストープに衝突したが.いずれもストーブを転倒さ

せなかゥた。しかしストーブは大きく傾き，きわめて

不安定な状態を呈したので，火災発生の要因となるこ

とが十分予想される。

(4 ) 落下物による影響

ア 本棚の本類については，加速度 150カツレ，棚上

の衣しょう箱(三段積〕は. 250ガノレ， ダンボール箱

については. 380ガルでいずれも落下しストープに

衝突して転倒させた例もあり，火災に移行する危険性

はきわめて高L、。

概上からの落下は，おいてある物品の積載方法，お

よび安定性等により異なるが，衝突する条件，すなわ

ち衝突部位，衝突角度等によっては，ストープを転倒

させることが認められた。

イ 本実験で使用したダンボール箱は，一段積であ

るが，二段以上積載した場合は落下時の床の加速度は

更に低い数値を示すものと思われる。

ウ 整理ダンスの上に物品をのせた場合は， タンス

のゆれが加わるので異った数値が得られることが予想

される。

(5) ストーブ使用上の影響

ア 置台上にのせた石油ストーブについては，すべ

り，および移動により，台上から落下，転倒する危険

性はきわめて大きい。

イ カーテン等の可燃物の近くで，石油ストーブを

使用することは，振動による移動，ゆれ等のために着

火の危険性が多分にある。

(6) 消火操作の影響

る石油ストープのすべり出し，加速度にばらつきが見 消火時聞は，歩行距離2mで7-8秒と普通の状態

られa また家具類の転倒，棚上の箱類の落下について の約2倍の時聞を要しているが，これは，操作者が予

( 8 ) 



た行動であり脅かつ娠動も話料おな正弦波で涜

験による慣れも含むものであるが，実際の地震時にお

いては，突然の行動であり，また振動も不規則である

:考えると， この所要害時聞は受に怒びることがす与

。

犠動による影響撃があらわれ

正弦波振動については不定であるが，エンセノレトロ

地震波の加速度の最も大きい時期は，振動開始後 4~

るので，この時点におし

移動力:設設しく 3 本棚，

したが，以後は，ゆれ運動のみであった。

油ストー

ス等は転倒

エルセント戸地震波による実験例から，棚上の衣し

絡が周期 0.4秒，地盤面最大加速度 140ガル(振

動合数大加速度300ガノレ〉で落下していることから 9

くる金銭綴淡の場合石油

卜-7の消火操作は，震度階5(最大加速度250カVレ〉

の地震すなわち強笈以上の地震では困難であることが

れる。

〈詰)ずイルタンイ嫌造について

温水ボイラーおよびボ γ ト式石油ストーブのオイル

タンクは.その構造上支脚が弱く，振動に対して不安

定であるので，脚の構造については検討する必要があ

5. まと

以上の実験給果および考察から，地震時における石

ト…プの取扱い?とっし、ては，

行なうペなある。

お油スト…ブ付近の家具類につも

「東京都における石油ストープ使用実態調査報告

書」にも示されているように，狭い場所で，しかも危

険な:伏線で石油火ト…ブを使用している例が多いがE

らも明らかい洲般にタ γ へふ:棚の家具類

は，振動によって石油ストープよりも早い時期に転倒

し， またタンスの引出し等は，振動によって前方にと

び出し，石油スドープに衝突する傾向があるので，こ

れ等の付近に石スト…ブをおいて校潟ナることは，

火災発生の危険怜合数わめて大き

(2) 石油ストープ自体について

ア 石油ストープの底阪を取除いた状態では使用し

絞板面積立〉大教いものほど安定伎がよいのでe

び転倒{疫もどだに大きくるすよう構造上の改替

をはかるべきである。

ウ 燃料を補給した場合に，重心位置が高くなる石

持ストープt主， ~ 

屯3。

エ 置会に石泌ストーブおL、て使用す

転倒の可能性がきわめて大きく危険である。

(3) 石油ストーブ自動消火装置の取付について

以上のことから，出火危険総統対策のーっ

は，

石油ストーヅ機種に対し，ふる一定の加速攻続開で

作動する密漁消火装置の取fすが必要である。

本実験を通じて石油ストープの水平方向の振動によ

る影符，落下物および転倒物との衝突について一応の

データーも等たわけであるが，これを東京総じおける

地震動によるさまざまな毅織から考えるとー長字減著

の地震工学によれば，東京の地盤状況から，地震の卓

越周期は，下町で0.6秒，山手方面で0.4秒付近といわ

れており，また建物の固有周期については9 統計的に

木造2階建の議会は. O. 室長、予鉄筋コンクト叩ト巡り

の場合はき 4 婚で0.3~0. 秒，階建でO. 紗と

いわれている。

地震動によって建物等の構造物が大きな影響をうけ

るのは，地譲勤め卓越周期と球物等の固有期燃が一致

した時にj設コたとはる。

実験給簿さから，エルセント開地震波tこ建物の慰お周

期を0.6秒，減衰定数0.1とした応答波による振動実験

では，地盤面における換算最大加速度は 107ガルとい

う比較的低い数値で，石治ストω プに著しい務勤務象

が見られたが，じれは気象庁め滋度階によると強凝程

度でらった。

また，棚上の衣しょう箱が周期 0.4秒，地盤面換算

最大加速度 140カりレで‘落下し2 石油ストーブに衝突し

ているが曽 この金口速度も強接続銀波でらった令

このことから予若しエル骨ント地震と同絞耳ぎの地震

が東京を襲った場合，震度階5の強震程度で，石油ス

トーブの移動，落上物の衝突等のために異常燃焼を起

こしやすいことば，実験給議からも容易に判断怒れる

ところであ

6. おわりに

地震や爆発等に基因する振動による石油ストーブ自

体の移動B 転{はまたは，般の物体との衝突による転

倒等によゅで生ずる火災望者伺後な問題としてお均面

より関心を寄せられているが，今回の実験のみではす

べてを解明することはできなかったにしても，その一

端をは泌することがで‘きためで島この報告が泌総対策

上いささかめまま考となればまことに幸いであ

( 9 ) 

おわりに2 アド実験に寄ぜられた東京大学小林盛氏お

よび株式会社大林組技術研究所のご協力に対して深甚

なる感謝の芝、を表する次第である。
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